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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞

1． 褥瘡発生者の確認

2． 勉強会

＜東病棟＞

・三浦　幹様～両踵部、Ｈ30.3.15発生。デザインR　右踵部13点　左踵部5点
　　　　　　　処置は両踵部にゲーベンクリーム塗布+ガーゼ保護。

　　　　　　　食事形態：粥・キザミ。2/3～全量摂取出来ている。

・三上　キネ様～両踵部、Ｈ30.6.14発生。デザインR　右踵部6点　左踵部6点

　　　　　　　　処置はガーゼ保護。

　　　　　　　　絶食、内服止め、点滴キープ、現在2本。

・上村　節子様～仙骨部、Ｈ30.7.24発生。デザインR　4点

　　　　　　　　処置はゲーベンクリーム塗布+ガーゼ保護。

　　　　　　　　食事形態：ミキサーハーフ食、メイバランスミニ3本/日。数口～1/3摂取。

　　　　　　　　7/28市民病院救急搬送のため、未治癒での退院。

※現在、褥瘡者2名
　

＜南病棟＞
・滝沢　繁倫様～仙骨部、6/25治癒。7/21退院。

・西澤　信様～尾骨部、7/2治癒。

・岡田　由太郎様～左臀部、6/25治癒。

　　　　　　　　　仙骨部、H30.6.18発生。デザインR　6点。
　　　　　　　　　処置はアズノール軟膏塗布+ガーゼ保護。
　　　　　　　　　食事形態：経管栄養　CZ-HI　1-1-2。

・竹野　いね子様～尾骨部、H30.7.30発生。デザインR　8点。持続する発赤。
　　　　　　　　　処置はパーミロール貼付。
　　　　　　　　　食事形態：粥キザミ、ハーフ食。メイバランスミニ　1-2-1。1/3～2/3摂取。

＊現在、褥瘡者2名。
＜西病棟＞

・特記事項なし

＜北病棟＞

・特記事項なし

＜南山苑＞

・高島　吉太郎様～仙骨部　H30.6.20発生。デザインR　5点

　　　　　　　　　7/20　入院の為、未治癒での退所。

・盛田　三枝子様～背部2箇所　H30.7.18発生。デザインR　上14点　下19点。

　　　　　　　　　7/27　入院の為、未治癒での退所。

・居ヶ内　よね様～臀部　H30.7.18発生。デザインR　16点。

　　　　　　　　　処置はイソジンシュガーパスタ+ガーゼ保護。

　　　　　　　　　食事形態：経管栄養　CZ-HI　2-2-2。

※現在、褥瘡者1名

＜南風苑＞
・褥瘡者なし

勉強会

「予防の為のスキンケア」

次回の委員会は9/4（火）16：00～病院2階会議室で開催予定となっています。

